
奨　　学　　団　　体　　等 必　　　　要　　　　資　　　　格
他

奨学金
との重複

対　象　学　年 給付・貸与
の別

募　集　人　員
（全国で）

募集要項 の
 ＜請 求 先＞

申請書類 の
＜提 出 先＞

提出期限

三重県
（奨学金返還支援制度）

以下のすべてに該当する方
1.　申請時に最終学年又はその１年前の学年の在学生（県内居住、県外居住のいずれも
可）で、就職先が決まっていない方
2.　指定地域への定住を希望し、かつ企業・団体に就業を希望する方（指定地域枠）
　　指定業種のうち県内に本社を有する企業・団体に就業を希望し、かつ県内への定住
を希　　　望する方　（指定業種枠）※指定地域、指定業種は募集要項に記載
3.　常勤雇用または個人事業主として就業を希望する方（ただし公務員は除く。）
4.　日本学生支援機構第一種奨学金又はこれに準ずる奨学金を借り入れ、返還予定の者
5.　令和5年3月31日時点で35歳未満の者

可

学部3年生以上
大学院(修士課程）：1年生以上
大学院（博士課程）：最終学年

又はその1年前の学年

返還支援

40名
（予定）

「指定地域枠」
「業種指定枠」

三重県戦略企画部
ホームページ（リンク）

三重県戦略企画部
ホームページ（リンク）

1月16日
(応募書類必着）

※郵送の場合は配達
証明郵便を使用する

こと

2023年度（上期）
似鳥国際奨学財団

1：日本国籍を有する者（永住権を有する者も可）
2：2023年4月1日時点で23歳以下で、学部課程の1.2.3.4年生に正規生として在籍する
者。
※6年制大学の、5年、6年に正規生として在籍する者も応募可能。（この場合、25歳以下
まで応募可能）
※ただし、「留年」・「博士」は応募対象外とする
2023年4月時点で25歳以下で、日本国内の大学の修士課程の1.2年に正規生として在籍
予定の者
①当財団は他給付型奨学金との二重受給は認めない。ただし、貸与型奨学金並びに大
学の「授業料免除（減額）プログラム」「一時奨励金」は認める。
　 ②当財団奨学金と他給付型奨学金に同時に合格した場合には、どちらの奨学金を受
給するかを選択する。
　 ③当財団奨学金と同時に他給付型奨学金を受給した場合には、直ちに当財団の奨学
生資格が取り消され、重複期間中の奨学金を全額返済しなければならない。

給付型奨学
金は不可

貸与型奨学
金、授業料
減免は可

2023年4月時点で日本国内の
大学の1.2.3.4年もしくは修士課

程1.2年生に在籍・
在籍予定の日本人学生

給付型
（1年間支給）

最大110名
（上期・下期併せて・
内最大10名は「IT人
材奨学生として採

用）

＊IT人材奨学生：
理工系、情報系に在

籍する方。

似鳥国際奨学財団 似鳥国際奨学財団

１１月２０日
（オンラインでエントリー

フォームを入力）

岐阜県選奨学金
(2次募集）

岐阜県内に住所を有する者の子弟で、健康でありながら経済的理由により修学が困難
な者
※岐阜県子育て支援奨学金、母子及び父子並びに寡婦福祉法による修学資金との併
用は不可

可 学部生 貸与 不明
大学

（学生支援チーム）
大学

（学生支援チーム）
１０月２１日

（１６時厳守）

2022年度（令和4年度）
博士号取得支援事業

以下の条件を満たす者
（1）50歳以上（性別、国籍、所属を問わない）
（2)日本国内に在住している者
（3）博士課程（博士後期課程を含む）に在籍するか、論文博士号の取得をめざし、かつ
実行性
　　の高い研究計画書を作成した者、もしくは博士論文の一部をすでに作成した者
（4）日本国内の大学で博士号を取得予定の者

記載なし
大学院生

（博士課程）
博士号

取得支援
記載なし

一般財団法人　生涯学習
開発財団　事務局

一般財団法人
生涯学習開発財団

１２月９日（金）
（応募書類必着）

2022年度給付型奨学金
一般財団法人　新井芳男記念財団

(1)2022年4月1日現在において、2年生以上に在籍する工学部の方
（学部、学科は機械系、化学系、電気系に限る）
(2)2022年4月1日現在で、23歳以下の方
(3)2022年4月1日現在、日本国籍または日本の永住権を有する方
(4)最短修業年限にて卒業の見込みがある方

記載なし
2022年4月1日現在において
工学部1年生以上の学部生
（機械系、化学系、電気系）

給付 ３０名程度
一般財団法人

荒井芳男記念財団
一般財団法人

荒井芳男記念財団

１０月１日～
１２月２９日

（当日消印有効）

社会福祉法人　さぽうと２１
2023年度
「坪井一郎・仁子学生支援プログラム」

日本在住の外国籍・元外国籍の学生で、下記の①・②に該当する者
①難民（インドシナ難民・条約難民・第三国定住難民）及びその子弟
②中国帰国者三世、日系定住者（中南米など）二世
＊在留資格が「留学」の学生は、原則として支援の対象となりません。

可
（「生活支援
プログラム」
と同じ年度
に受給する
ことは不

可・併願は
可）

2023年4月に大学3・4年生、ま
たは大学院在籍・進学見込の
者
(主に理系の学生）専攻分野指
定なし

給付 10名程度

社会福祉法人さぽうと２１
坪井一郎・仁子

学生支援プログラム
ホームページ（リンク）

〒141-0021
東京都品川区上大崎
2-12-2ミズホビル6階

社会福祉法人さぽうと21
「坪井一郎・仁子

学生支援プログラム」
受付係

１1月4日
（応募書類必着）

公益財団法人
バロック村井博之財団助成金制度

日本国内の大学（含む大学院）に在学する日本人学生及び外国人留学生 記載なし
学部生

大学院生
助成金

全国で５件程度 バロック村井博之助成金
制度

公益財団法人
バロック村井博之財団　事務

局

１０月１日～
１０月３１日

（当日消印有効）

京丹後市奨学金返還支援制度 大学等を卒業した満30歳未満の方で京丹後市に継続して10年以上定住し、かつ正規雇
用等により就業する方（ただし、国家公務員又は地方公務員は除く）

記載なし
令和４年度に卒業する方

返還支援
（最大10年間
で360万円補

助）

記載なし
京丹後市教育委員会事務

局
豊橋市産業部
商工業振興課

対象者事前認定申請

令和4年度
旭川市内に定着した方への奨学金返還支援
（奨学金返還支援事業）

令和4年度卒業予定の方で令和4年度に旭川市内に居住及び地元企業へ正規雇用によ
り就業する方
対象となる奨学金：独立行政法人日本学生支援機構　第一種貸与奨学金

返還支援

大学４年生の者
大学院２年生以上の者。

（令和４年度に大学もしくは
大学院を卒業又は修了予

定の者）

返還支援 記載なし
旭川経済部経済総務課

雇用労政係
旭川経済部経済総務課

雇用労政係
３月31日

（登録受付・書類必着）

２０２２年度　「民間育英団体」・「地方公共団体」 の 奨学金募集一覧　　（10月17日現在　）
（下記各団体からの 「募集案内」 は、総合研究棟Ⅱ　１階の　学生支援チーム ①番窓口 で見ることができます。）

金　　額

月額　　3万2千円
※日本学生支援機構との

併用の場合は
月額　　1万6千円

1件50万円

年間１０万円

在学中に
借受予定の奨学金

総額の１／４
（上限100万円）

助成条件：　就業し、4年間
居住後に助成金額の1/3
を交付し、8年間居住後に

残額を交付

大学院生：60～100万円
（年額）

大学生：40～80万円
（年額）

1件上限40万円

＊期間中に返還した奨学金
の月額3万円（年額36万円）
＊期間：補助金の交付を申
請する年度の前年度の10月

1日から起算した1年

奨学金の返還金として
返金した返済した金額の

1/2を年度ごとに補助
＊3年間で最大258,000円

月額５万円
（選考結果に応じて、優秀
者には月額最大３万円の
学習奨励金を追加支給）

1 / 2 ページ

http://www.pref.mie.lg.jp/KIKAKUK/HP/miesalon/74737039887_00002.htm#
http://www.pref.mie.lg.jp/KIKAKUK/HP/miesalon/74737039887_00002.htm#
http://www.pref.mie.lg.jp/KIKAKUK/HP/miesalon/74737039887_00002.htm#
http://www.pref.mie.lg.jp/KIKAKUK/HP/miesalon/74737039887_00002.htm#
https://www.nitori-shougakuzaidan.com/application/#daigaku
https://www.nitori-shougakuzaidan.com/application/#daigaku
https://www.gllc.or.jp/project/doctorate/#
https://www.gllc.or.jp/project/doctorate/#
https://ayzaidan.com/#
https://ayzaidan.com/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
http://support21.or.jp/needsupport/scholarship-tuboi-2/#
https://www.baroque-murai.or.jp/subsidy/#
https://www.baroque-murai.or.jp/subsidy/#
https://www.city.kyotango.lg.jp/top/soshiki/kyoikuiinkai/kyoikusomu/5/teijyushienshyougakukin/17183.html#
https://www.city.kyotango.lg.jp/top/soshiki/kyoikuiinkai/kyoikusomu/5/teijyushienshyougakukin/17183.html#
https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/364/392/work0002/d056429.html#
https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/364/392/work0002/d056429.html#


奨　　学　　団　　体　　等 必　　　　要　　　　資　　　　格
他

奨学金
との重複

対　象　学　年 給付・貸与
の別

募　集　人　員
（全国で）

募集要項 の
 ＜請 求 先＞

申請書類 の
＜提 出 先＞

提出期限金　　額

豊橋市奨学金返還支援制度

以下の（1）～（4）すべてに該当する者
（1）大学等を卒業し、対象企業へ正規雇用として就職する方
（2）就職時点で35才未満の方
（3）在学中に奨学金の貸与を受け、返還滞納のない方
（4）豊橋市内に居住、市内事業所に勤務する方

記載なし
令和４年度に卒業する方

返還支援 記載なし
豊橋市産業部商工業振興

課
豊橋市産業部
商工業振興課

補助対象者登録申請
（就職した翌年度の6月

まで）

徳島県奨学金返還支援制度

以下の（1）～（5）すべてに該当する者
（1）日本学生支援機構奨学金等（徳島県が認めるもの。）の貸与を「受けている方」
又は「受けていた方」（既卒者にあっては返還残額がある方（滞納がある場合を除く）
（2）徳島県内の事業所に正規職員として就業を希望する方（公務員を除く）
（3）大学、短大、大学院、高等専門学校、専修学校専門課程（大学等）を規程の「卒業年
度」に卒業し規程の「卒業開始期間」内に就業する方
（4）徳島県内に住所を有する予定である方
（5） 既卒者にあっては、R4.8.1時点で県外に在住し徳島県に移住する事を希望する30歳
(R5.4.1時点）までの方

記載なし
令和４年度、令和５年度に卒業

する方 返還支援 150名程度
徳島県奨学金返還支援制

度
徳島県政策創造部

県立総合大学校本部

８月１日～
１２月２３日

（当日消印有効）

公益財団法人
鹿児島県育英財団

次の①、②のいずれかに該当し、かつ③から⑥までの全てに該当する者
①鹿児島県内の高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）、特別支援学校の高等
部、高等専門学校及び専修学校（高等課程）(以下、「高等学校等」という。）を卒業した
者。
②鹿児島県外の高等学校等を卒業した者又は高等学校卒業程度認定試験合格者（県
内に生活の本拠を有する者の子等で、県内の中学校を卒業した者に限る。）
③大学又は大学院（以下「大学等」という。）に在学し、令和6年3月（令和5年度中を含
む。）に大学等を卒業（修了）予定の者。
④日本学生支援機構第一種奨学金又は公益財団法人鹿児島県育英財団大学等奨学
金の貸与を受けている者又は貸与を受けていた者。
⑤大学等を卒業（修了）後、県内企業等に就職する意思があり、かつ県内居住を希望す
る者。
⑥鹿児島県等が実施する返還免除の制度が設けられている修学資金等を受給していな
い者
※大学等入学時に、当財団の大学等入学時奨学金（地方創生枠）の奨学生として採用さ
れ、送金を受けた者は申請できない。

記載なし

現在
大学3年生の者
大学院1年生の者。
（令和6年3月<令和5年度中を
含む>に大学もしくは大学院を
卒業又は修了予定の者）

返還支援 20人程度
公益財団法人

鹿児島県育英財団
ホームページ（リンク）

公益財団法人
鹿児島県育英財団

８月５日～
１２月１日

（応募書類必着）

大和郡山市　奨学金返還支援制度

①大和郡山市に住所を有し、5年以上定住する意思のある方
②助成金申請初年度の4月1日に満30歳未満の方
③大学等を卒業後に奨学金の返還を延滞なく行っている方
④世帯で市税等の滞納がない方
⑤他の制度で、奨学金を対象とした助成・補助を受けていない方
⑥次のどちらかに該当する方
ア 大和郡山市に本社を有する中小企業に正規雇用された方
イ 一定の専門資格を有し、大和郡山市内の社会福祉事業所等に正規雇用されている
方

返還支援
学部生

大学院生
返還支援

記載なし 大和郡山市奨学金返還支
援制度

大和郡山市役所
総務部　企画政策課

４月１日～
令和７年３月３１日

臨時特例伊勢市奨学会

（１）2022年4月1日の時点で学部生１年～4年生に在籍する者
（２）保護者が伊勢市内に在住し、住民登録があること
（３）経済的な理由により学びの継続が困難なご家庭

重複可 学部学生 給付 記載なし 臨時特例奨学金
伊勢市教育委員会事務

局

６月１日～
２月２８日

（当日消印有効）

大学院生（在学） １０月３１日

大学院予約（学部最終学年） （１次）８月３１日

（２次）１月３１日

300名

和歌山県奨学金返還助成制度

①２０２３年３月卒業予定、又は、２０２４年３月卒業予定の学部生、大学院生で理工系、
情報系、農学系、薬学系の学部・研究科に在籍する方
②和歌山県内の製造業、情報通信業の企業へ就職を希望する方
③日本学生支援機構奨学金（第一種または二種）、その他貸与型奨学金の貸与を受け
ている方

可
大学3.4年生の者

大学院1.2年生の者 返還支援

【２０２３年３月卒業
予定】４０名

【２０２４年３月卒業
予定】５０名

UIわかやま就職ガイド
和歌山県　商工観光労働

部
労働政策課

【2023年3月卒業予定】
2022年5月20日

【2024年3月卒業予定】
第1回目　令和4年7月1日
第2回目　令和4年10月7日
第3回目　令和5年1月20日

たすけあい奨学制度
（扶養者を亡くされた学生への緊急援助）

大学生協のある大学の学生（学部生、大学院生）
（在学中の方で、扶養者を亡くされてから原則として６ヵ月以内の方）

可 学部学生・大学院生 給付 記載なし
たすけあい奨学制度（2/1
以降から応募用紙変更）

全国大学生協連奨学財団

随時
（在学中の方で、扶養者
を亡くされてから原則とし

て６ヵ月以内の方）

みえ医療福祉生活協同組合
津生協病院

日本全国の医科大学・大学医学部に在籍する医学生

卒業後の進路
に指定のある
奨学金との重

複は不可

医科大学・大学医学部の
学部生

貸与
（返還免除制

度あり）
記載なし

津生協病院
ホームページ（リンク）

津生協病院
ホームページ（リンク）

随時

　は新着情報です。 ※ 掲 示 期 限　　：　　２０２４年３月３１日　 （それ以前に 内容更新があった場合は、 その更新 （差替え） 時 まで）　

(財)交通遺児育英会
保護者等が自動車事故や踏切事故など、道路における交通事故で死亡したり、重い後
遺障害のために働けず、経済的に修学が困難な学生
※応募時に25歳以下の者

可

月額　5万，8万，10万円

3年間で
最大54万円を補助
（月額1万5千円）

貸与
（無利子）

20名
(財)交通遺児育英会（リンク）

(財)交通遺児育英会

提出期限の１週間前までに
大学に推薦書の作成を

依頼すること

(うち2万円は給付）

学部生
月額　4万，5万，6万円

(うち2万円は給付）

助成金額
奨学金返還金に相当する

額
最大100万円

10万円（一括給付）

月額　10万円
月額　15万円

①日本学生支援機構無利
子奨学金借受総額の1/2
（上限100万円）
②　日本学生支援機構有
利子奨学金借受受総額の
1/3(上限70万円）

在学中に借り受けた奨学
金の全額

※ただし、奨学金返還支
援の要件を満たす前に返
還をした奨学金の額及び
返還期限猶予をされた奨
学金の額は支援対象外と

なる。
※大学院に進学した場合
在学中に借り受けたいず
れか一つの奨学金の全額

を支援対象とする。
①大学（学部）②博士課程

③修士課程

奨学金の月額返還額の
3/4もしくは、15,000円の
どちらか小さい額を最長
で３年間助成（最大助成

額54万円）

年額96,000
(月額8,000×12ヵ月分）
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